
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 15 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 16 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 13 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 14 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 11 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 12 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 9 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 10 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 7 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 8 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 5 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 6 週
N2,N3

日本語能力試験対策

日本語能力試験対策

第 3 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 4 週
N2,N3

日本語能力試験対策

参考文献・資料 「特になし」

履修上の留意点 「特になし」

授業計画

第 1 週
N2,N3

日本語能力試験対策

第 2 週
N2,N3

100%

平常評価：授業態度と学習意欲(規律性、提出物状況、授業内での発言頻度、母語を使用しないなど、担当教員が5段階
で評価）

授業外における学修 「特になし」

教科書・教材 日本語能力試験対策問題集ほか

0% 課題評価 0% 平常評価 20% 合計

授業方法
講義、および演習

日本語能力試験対策本および教員作成資料を基に、導入と練習・演習問題を行う。

実務家教員による
実践的教育の内容

成績評価方法

筆記試験
定期試験 80%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
日本語能力試験対策Ⅰ

前期：N3復習とN2導入を並行して行いつつ、解法を中心とした解き方のコツを習得する。

後期：N2演習と模試を繰り返し行い、実践力を強化する。

到達目標
日本語能力試験　N2,N3合格

1年時内にN2,N3のいずれかを取得することを目標とする。前半でN3レベルの定着を到達目標とし、一年を通してN2相当
まで理解力を上げていく。

教員の実務経験 無 実務経験職種

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 森岡　温子

2025

科目名 日本語能力試験対策Ⅰ 科目コード B110

授業時間/週 前期9,後期9 時間/週 年次 1年 学期



第 34 週
N2

日本語能力試験対策

第 32 週
N2

日本語能力試験対策

第 33 週
N2

日本語能力試験対策

第 30 週
N2

日本語能力試験対策

第 31 週
N2

日本語能力試験対策

第 28 週
N2

日本語能力試験対策

第 29 週
N2

日本語能力試験対策

第 26 週
N2

日本語能力試験対策

第 27 週
N2

日本語能力試験対策

第 24 週
N2

日本語能力試験対策

第 25 週
N2

日本語能力試験対策

第 22 週
N2

日本語能力試験対策

第 23 週
N2

日本語能力試験対策

第 20 週
N2

日本語能力試験対策

第 21 週
N2

日本語能力試験対策

授業計画

第 18 週
N2

日本語能力試験対策

第 19 週
N2

日本語能力試験対策


